
　

　３月末、高校野球も佳境です。広島県からは市立呉高校が出場しました。二回戦で優勝候補の履正社（大阪）に１

－０の僅差で敗れました。ところで、この選抜大会から、大会前の甲子園練習で女子部員がグランドで練習に参加で

きるようになりました。安全対策をとったうえで本塁以外の場所でノックのボールを手渡ししたり、タイムキーパー

をしています。チームとともに汗を流してきた女子部員がグランドに立てたのです。

　高校野球といえば、沖縄に北城ろう学校という学校がありました。１９７８年４月１日に開校し、１９８４年３月

３１日に閉校。６年間だけの学校です。開校１年目に中学部に１５０人が入学。2年目からは入学者はいません。

北城ろう学校記念碑（沖縄ろう学校内）

毎日新聞　３月１４日

上級生も下級生もいない1学年だけの学校です。

１９６４年、沖縄で風疹が大流行しました。罹患した妊婦さんが

産んだ赤ちゃんの中には、心臓疾患、視覚障害、聴覚障害を持った

赤ちゃんがいました。この聴覚障害者の子どもたちのために、沖縄

県各地には難聴学級がたくさん設置されました。そして、この子た

ちの中学進学に合わせて北城ろう学校が開校しました。彼らが高校

生になった時、１６人の生徒が野球部を作りました。練習に励む中

で部員は、他校と試合をし、甲子園に出たいと思い始めました。

しかし、当時の高野連の規定では、ろう学校は高野連に加盟でき

なかったのです。障害児学校の高等部が高校として認知されてな

かったことが大きな理由ですが、野球関係者からは、打球音が聞こ

えないので「危険」、フライを追うときの掛け声が聞こえないので

「危険」といわれました。

他の高校は練習相手になりたくても、未加盟であるろう学校との

試合は禁止されていました。部員たちの試合をしたいという訴えが

「日本聴力障害新聞」に取り上げられて、広く共感を呼び、沖縄県

高野連を動かしました。近くの普天間高校、中部商業高校との加盟

可否の試験試合を経て、加盟を認められました。

甲子園という夢が現実になった部員たちは今まで以上に練習に励

みました。高校最後の夏、北城は初戦で宜野座高校と対戦しました

が、３－４で敗れました。練習試合では勝つこともありましたが、

公式戦では一度も勝つことがなく、１５０人の卒業とともに学校は

歴史を閉じました。

それから四半世紀たった２０１０年、学校教育法で定める高等学

校なら「例外なく」加盟できると高野連は規定を改正しました。今

年の甲子園の女子部員の姿は、かつての北城の球児と重なります。

「願い」を待ち続けていけば、いずれ、「きまり」は変わるので

す。
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